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会議に,25人もの参加者を送り込み,この会議の

招致に意欲的に取り組んでいるようだ.

今後,HKTは,2年に1回はヨｰロッパで開催し,

もう1回をヒマラヤｰカラコルムｰチベット地域で行

う方向が示された.ヨｰロッパで開催されると,地

元ヒマラヤｰカラコルムｰチベット地域からの参加

者はどうしても少なくなってしまう.今回この方針

が示されたことで,現地討論など地元研究者との

交流の場が確保され,研究成果が地元に還元され

やすくなるなど,今後の研究の進展が期待される.

毎年開催するのは頻繁すぎるという意見もあった

が,最新の研究成果を議論する場として毎年開催

する方向が大勢のようである.

日本におけるヒマラヤ地域の研究活動は,地質

学会に｢ヒマラヤ地質研究委員会(事務局代表･北

海道大学在田一則教授)｣が設置され,それを中心

に活動が進められており,その電子メｰルネット

“NamasteNews"はこの地域の研究に関する重要

な情報源ともならている.今回の会議の報告もす

でに発信されている.

HKTは小規模な国際ワｰクショップであるが,14

年間も継続してきており,今後も着実に継続され,

ヒマラヤｰカラコルムｰチベット地域の地球科学に

関する重要な会議としての位置づけも今後一層定

着していくことだろう.
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｢第40回科学技術映像祭｣学術研究部門参加作品募集

内容:本映像祭では,研究者個人または機関の作成した学術映像も募集しています.学会のビデオセッションで

おかけになる,学術価値の高い映像を是非ご応募下さい.詳しくはhttp:/〈㎜剛siorjp/shinko/をご覧下

さい.
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